
  

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

■緊急事態宣言延長！ 
 愛知県は爆発的な感染拡大から

８月 20 日まん延防止等重点措置

から緊急事態宣言への変更を要請、 

国は８月 27 日から 9 月 12 日まで愛知・岐阜・三重など 8 道県を緊急事態宣言の対象地域に追加、そし

て今回、９月１３日から３０日まで緊急事態宣言を延長しました。延長の内容は同じですが音楽イベントの問題

を受け大規模な催物の開催には事業者の適切な感染防止対策の徹底と参加者の自覚などを特記しました。 

■愛知県議会９月定例県議会開会 

9 月 17 日に開会した定例会には一般会計補正予算 192 億円及び県有林野特別会計 0.23 億円が上程

され、このうちコロナ関連は 102 億円が計上されています。また、宣言延長による第 190 号議案の補正

予算 485 億円が追加提出され現時点の 9 月補正分は合わせて 587 億円、今年度合計 6,522 億円、累計

1 兆 1,061 億円となっています。今後、生活福祉資金貸付制度の特例措置の申請期間延長に伴う補正予算

も提出される予定です。第 190 号議案については早期に議決が必要のため開会初日に可決しました。 

【一般会計補正予算 484 億 9,670 万円…第 190 号議案の概要】 

●愛知県感染防止対策協力金 515 億円【時短要請枠 417 億円】【大規模施設等時短要請枠 98 億円】 

緊急事態措置の延長(9/13～9/30)分の追加予算 515 億円、8 月 27 日からの既決予算 493 億円との合計は 1,008 億円の要請協力 

●時短要請枠では飲食店等(午後 8 時までの時短要請(酒類禁止)に 4～10 万円(最大 20 万円)やカラオケ店(カラオケ設備の提供取

りやめ)に一律 2 万円) ●大規模施設等時短要請枠では時短要請に該当する 1,000 ㎡超の施設事業者に 1,000 ㎡毎 20 万円/日等 

●愛知県中小企業者等応援金 ▲45 億円【一般枠】 

7 月～9 月実施分の予算 34 億円に対し 4 月～6 月実施分▲79 億円(当初見込み件

数約 34,950 件に対し最終申請見込事業者数が約 8,000 件となったための減額補正) 

●愛知入院待機ステーションを開設 10 億円     愛知入院待機ステーションイメージ➡ 

入院待機者の一時的な受け入れや酸素投与等の必要な処置を実施(県武道館に 20 床) 

●宿泊療養施設を開設 3.8 億円(既決予算 85 億円と合わせて補正後 88.8 億円に) 

無症状及び軽症者が療養に専念できるよう 8 月補正の 2 施設に加え新たに蒲郡ホテル(114 室)を開設、累計 6 施設 1,628 室 

●県立学校におけるコロナ対策や学習保障の取組の充実 0.5 億円(既決予算 4.2 億円と合わせて補正後 4.7 億円に) 

県立高校(全 149 校)及び特別支援学校(全 30 校)への追加支援対策(保健衛生用品などの感染症対策や家庭におけるオンライン学

習の経費などの学習保障)、当初の 1 校当たり 80 万円～320 万円から 90 万円     ～360 万円に増額 
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【一般会計補正予算 192 億 3,776 万円…第 148 号議案の概要】 

●医療体制の確保 95 億円(既決予算 1,052 億円と合わせて補正後 1,147 億円) 

1．医療提供体制の確保…重点医療機関の CT 等の設備費補助金、救急・周産期・小児医療機関院内感染防止対策事業費補助金 

2．PCR 検査体制の確保…次世代シークエンサー、リアルタイム PCR 装置等の整備費 

3．医療機関に対する県独自の支援…入院患者受入の医療機関に患者 1 人当たり 100～400 万円の応援金を交付する愛知県医療

従事者応援金及び回復患者受入の医療機関に患者 1 人当たり 10 万円を交付する愛知県回復患者転院受入医療機関応援金 

4．その他事業…入院患者や自宅療養者・宿泊療養者の医療費の本人負担分を公費負担する感染症医療給付費、自宅療養者・宿

泊療養者医療費補助金、保健所設置市が行う相談窓口の設置・健康管理業務の支援など相談窓口設置事業費 

●農業イノベーション創出に向けた調査費 0.2 億円 

愛知県農業総合試験場と県内大学、新しいアイデアや先端技術

を持つスタートアップ企業等との産学官の連携強化によって、新

品種・新技術の開発を進めるとともにカーボンニュートラルやコ

ロナ禍に対応するサプライチェーンなど農業分野の新たな課題

に対応するための農業イノベーション創出(あいち農業イノベー

ションプロジェクト)に向けた調査を実施 

調査期間：2021 年 11 月から 2022 年 3 月末まで 

調査内容：共同研究テーマやスタートアップ企業等のシーズの

調査、研究会設置、事業全体の推進体制の検討等 

●矢作川カーボンニュートラルプロジェクトの検討 0.3 億円 

矢作川流域をモデルケースとし”水循環”をキーワードに再生可能エネル

ギー等の導入による国土強靭化をはじめ、森林保全・治水・水道からエネ

ルギーまでを含め官民連携で総合的かつ分野横断的にカーボンニュート 

ラルの実現を目指す矢作川カーボンニュートラル

(CN)プロジェクトの概略検討調査に着手 

●交通安全対策の強化 1.05 億円  

交通事故の減少傾向定着へ信号灯器の

LED 化 385 本のほか、道路標識の更新 

695本、道路標

示の更新 75㎞ 
                                3S：Stop Slow Smart 

■農林水産委員会県内調査 
農林水産委員会の県内調査で県産木材の利用促進として

クラウドで木造化を実現し、あいち木づかい優秀賞を受賞

した名古屋市緑区のあおぞら学童保育クラブ及び県農業総

合試験場を訪れました。試験場は 4 月に研究戦略部・普及

戦略部を設置し試験研究基本計画 2025 で定めた 4 つの

重点研究目標に基づいて研究を実施しています。スマート育

種を活用した品種開発(ex ミネアサヒ SBL)の推進について意見交換

後、植物育成温室、イチジクの選抜ほ場を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４方の総裁選では政策に同じ党でも違いが、                    ワクチンも打つ

打たない打てないと同じ人でも違いが。高校接種が始まりますが朝倉総理(キムタク主演の CHANGE)は『自分 

と相手は違うんだ』と云うことを理解してと…未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

●新政あいち県議団観光・地域振興議連 
高橋議連会長、名鉄労組出身の松本県議の取計いで
名鉄観光サービス及び組合幹部の方と厳しい状況の
中、休館トラブルやキャンセル料、旅館施設の老朽
化、ジブリパークなどについて意見交換しました。 

 

 

 

 

 

 

●連合愛知終えあり南地協政策要望作成会議 
稲沢市への要望書を取りまとめるオンライン会議が地
協三役幹事、木全、星野、岡野各市議の皆さんと実
施、避難所運営や防犯灯など子供の安全確保、タブ
レット端末利用(教師)、不妊治療など意見交換しまし
た。 

 

 

 

 

 
 
 

●西川厚志県議(中川区選出 5 期)議員辞職 
西川氏が赤松衆議院議員(愛知第 5 区)の後継として
活動するため議員辞職、県議会報告に立ち寄った豊
田合成労働組合でも森永、岡副委員長ほかの方も職
場復帰！皆様の今後益々のご活躍をお祈りします。 
 
 
 
 
 

 
 
          ●マイナンバーカード 

 
 

 宜しくお願いします！ 

高橋議連会    

SUZUKI 

 

 

 

 

 

 

 

   SUZUKI 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SUZUKI    岡さん    森永さん   後藤執行委員長 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


